
                       

                       

浜
街
道
（
絹
の
道
） 

 

八
王
子
市
鑓
水
の
柚
木
街
道
か
ら
山
間

に
消
え
ゆ
く
一
本
の
道
が
あ
る
。
往
時
栄

え
た
「
絹
の
道
」
の
名
残
り
で
あ
る
。
八

王
子
は
江
戸
時
代
か
ら
養
蚕
や
製
糸
で
栄

え
「
桑
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

幕
末
頃
、
鑓
水
で
は
良
質
の
絹
織
物
が

織
ら
れ
、
高
価
な
値
段
で
大
量
に
取
引
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
商
魂
逞
し
い
仲
買

い
商
人
が
巨
財
を
築
き
、「
鑓
水
商
人
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
工
三
百
人

足
ら
ず
の
村
で
、
十
人
近
い
豪
商
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。
横
浜
開
港
と
と
も
に
生
糸

は
貿
易
の
花
形
と
な
り
、
鑓
水
か
ら
荷
車

で
横
浜
へ
と
運
ば
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
往

還
が
浜
街
道
で
あ
り
、
絹
の
道
で
あ
る
。 

だ
が
明
治
維
新
は
時
代
を
一
変
さ
せ
た
。

富
国
殖
産
政
策
に
よ
り
大
製
糸
工
場
が
築

か
れ
、
鉄
道
運
輸
が
発
達
す
る
と
と
も
に

鑓
水
の
商
人
た
ち
は
急
速
に
没
落
し
て
い

っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
、
小
さ
な
村

に
栄
華
を
築
い
た
鑓
水
商
人
は
、
バ
ブ
ル

の
如
く
崩
壊
し
、
時
代
の
流
れ
に
消
え
て

い
っ
た
。 

絹 の 道 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
片
倉
駅
か
ら
旧
浜
街
道
を

歩
き
、
鑓
水
の
小
泉
屋
敷
ま
で
凡
そ
五
㎞

の
行
程
。 

 

駅
を
出
て
兵
衛
川
の
釜
貫
橋
を
渡
り
、

五
分
程
歩
く
と
慈
眼
寺
で
あ
る
。
鑓
水
商

人
が
寄
進
し
た
梵
鐘
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

寺
の
出
入
口
に
は
鑓
水
へ
の
道
標
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
宅
地
化
の
進
ん
だ
登
り
坂
の
街

道
を
大
塚
山
公
園
（
道
了
堂
跡
）
ま
で
暫

く
歩
く
。
公
園
か
ら
鑓
水
三
叉
路
ま
で
の

一
・
五
㎞
が
古
の
面
影
残
す
浜
街
道
（
絹

の
道
）
で
あ
る
。
三
叉
路
か
ら
少
し
歩
く

と
、
絹
の
道
資
料
館
。
そ
の
斜
め
前
が
伝

一
里
塚
榎
で
あ
る
。
農
道
を
右
に
折
れ
て

諏
訪
神
社
へ
。
こ
こ
に
も
鑓
水
商
人
が
寄

進
し
た
灯
籠
や
素
晴
ら
し
い
彫
刻
の
本
殿

が
あ
る
。
浜
街
道
に
戻
り
、
大
栗
川
の
御

殿
橋
脇
の
八
王
子
道
道
標
を
見
、
山
際
を

永
泉
寺
へ
。
こ
こ
は
、
芭
蕉
句
碑
や
鑓
水

商
人
の
家
を
移
築
し
た
古
刹
で
あ
る
。
又

街
道
へ
戻
り
、
嫁
入
り
橋
を
渡
っ
て
都
指

定
文
化
財
の
小
泉
家
屋
敷
へ
。
こ
こ
で
解
散
。 

●
浜
街
道
と
横
浜
線 

 

「
浜
街
道
」
と
は
八
王
子
市
鑓
水
の
集

落
を
南
北
に
貫
き
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に

絹
の
生
糸
を
八
王
子
か
ら
横
浜
に
運
ん
だ

道
で
あ
る
。 

幕
末
に
近
い
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

江
戸
湾
（
東
京
湾
）
に
米
国
よ
り
ペ
リ
ー

が
黒
船
と
共
に
現
れ
幕
府
と
交
渉
の
末
、

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
神
奈
川
宿
の
小

さ
な
横
浜
の
漁
村
に
居
留
地
が
で
き
、
港

が
開
港
さ
れ
た
と
同
時
に
貿
易
も
始
め
ら

れ
た
。
主
な
貿
易
品
は
、
幕
府
の
小
判
（
金

貨
）
で
、
金
と
銀
の
価
値
の
比
率
が
欧
米

と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
銀
を
日
本
に
持

っ
て
き
て
小
判
（
金
貨
）
と
交
換
し
て
持

ち
去
っ
た
不
平
等
な
取
引
が
あ
っ
た
。
幕

府
も
欧
米
と
の
取
引
に
一
両
の
三
分
の
一

の
重
さ
の
「
万
延
小
判
」
で
対
処
し
た
が
、

逆
に
国
内
の
物
価
高
騰
を
招
い
た
。 

幕
府
の
要
人
小
栗
上
野
介
が
、
小
判
と

金
貨
の
分
析
実
験
を
主
張
し
交
換
比
率
が

見
直
さ
れ
た
（
当
時
は
不
平
等
な
条
約
で

取
引
さ
れ
て
い
た
）
。
そ
の
後
幕
府
は
崩
壊
。

時
代
と
と
も
に
輸
出
の
花
形
と
な
っ
た
の

が
生
糸
（
製
糸
業
）
だ
っ
た
。 

埼
玉
の
秩
父
や
山
梨
の
巨
摩
辺
り
か
ら

集
散
地
の
八
王
子
に
集
め
ら
れ
た
生
糸
は

片
倉
か
ら
鑓
水
峠
（
大
塚
山
公
園
）
を
通

り
、
約
四
十
㎞
離
れ
た
横
浜
に
集
め
ら
れ

た
。 寒

村
の
鑓
水
は
俄
か
に
活
気
を
挺
し
、

「
銀
の
生
糸
、
黄
金
色
に
見
え
る
生
糸
、

即
金
に
な
る
生
糸
」
と
も
て
は
や
し
、
時

流
に
乗
っ
た
鑓
水
の
農
民
は
富
を
得
る
た

め
浜
街
道
と
い
わ
れ
る
道
を
横
浜
へ
歩
い

た
。
そ
し
て
一
代
に
し
て
巨
富
を
築
い
た

農
民
も
い
た
。
し
か
し
、
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
、
鉄
道
（
横
浜
線
）
が
開
通

し
、
八
王
子
の
物
資
は
鑓
水
の
集
落
を
通

ら
ず
、
片
倉
、
相
模
原
、
町
田
を
通
り
横

浜
へ
と
運
ば
れ
た
。
人
や
馬
車
の
往
来
で

栄
え
た
鑓
水
か
ら
は
活
気
が
消
え
、
往
来

の
要
で
あ
っ
た
浜
街
道
は
使
命
を
終
え
た
。 

鑓
水
で
一
番
の
富
を
築
い
た
と
い
わ
れ

る
八
木
下
家
跡
に
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

三
月
「
絹
の
道
資
料
館
」
が
建
て
ら
れ
、

当
時
の
繁
栄
を
見
る
事
が
で
き
る
。 
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●
浜
街
道
と
絹
の
道 

 

幕
末
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
、
八
王
子

の
八
日
町
交
差
点
か
ら
横
浜
ま
で
全
長
約

四
十
㎞
程
の
道
を
浜
街
道
と
呼
ん
で
い
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
代
末
、「
八
王
子
ふ

だ
ん
記
の
会
」
橋
本
義
夫
の
命
名
に
よ
る

「
絹
の
道
」
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
様
に

な
っ
た
。 

 

皇
国
地
誌
に
は
、「
神
奈
川
往
来
、
八
王

子
ヨ
リ
神
奈
川
ヘ
通
路
。
辰
二
十
八
度
多

摩
郡
小
山
村
ヨ
リ
通
シ
、
斜
メ
ニ
東
北
部

ヲ
経
過
ス
ル
、
二
十
四
町
四
十
間
五
尺
亥

九
度
ニ
至
リ
テ
同
郡
片
倉
村
ニ
連
絡
ス
道

敷
二
間
、
但
程
概
ネ
坂
路
ニ
シ
テ
鑓
水
峠

ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
付
近
で

は
今
で
も
浜
街
道
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

①
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
・
片
倉
駅 

 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
九
月
、

横
浜
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
東
神
奈

川
と
八
王
子
間
が
開
通
。
大
正
六
年
（
一

九
一
七
）
国
有
鉄
道
に
買
収
さ
れ
た
。 

 

か
つ
て
の
片
倉
駅
は
電
車
の
交
換
場
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

十
二
月
二
十
八
日
、
地
域
の
要
望
に
よ
り

駅
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
六

十
三
年
、
高
架
化
工
事
が
行
わ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。 

                  

                        
JR 横浜線片倉駅北側 

片倉駅の開通祝賀の門 
（昭和 33 年 1 月） 

横浜線片倉付近を通過中の 
蒸気機関車（昭和 10 年代） 



3 
 

②
浜
街
道
道
標 八

王
子
市
片
倉
町
九
四
九 

 

Ｊ
Ｒ
片
倉
駅
脇
の
浜
街
道
（
絹
の
道
）

か
ら
兵
衛
川
に
架
か
る
釜
貫
橋
を
渡
り
、

少
し
行
く
と
慈
眼
寺
の
参
道
入
口
に
着
く
。

高
さ
一
ｍ
の
浜
街
道
道
標
が
立
っ
て
い
る
。 

     

と
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

板
橋
と
は
現
在
の
釜
貫
橋
の
こ
と
で
あ

り
、
大
塚
山
を
越
え
て
横
浜
へ
生
糸
を
運 

ぶ
浜
街
道
で
あ
る
。 

        

                        

③
白
華
山

慈じ

眼
寺

げ

ん

じ 

八
王
子
市
片
倉
町
九
四
四 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

正
観
世
音
菩
薩 

 
 

 

阿
弥
陀
如
来 

 
 

 

十
一
面
観
音
菩
薩 

開
基 

心
安
守
公
和
尚 

開
創 

文
安
二
年
（
一
四
四
五
） 

室
町
前
期
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
畠

中
進
江
ら
が
、
こ
の
地
に
阿
弥
陀
堂
を
建

立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
百
四

十
年
後
の
天
正
の
中
頃
、
永
林
寺
末
寺
と

し
て
開
山
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

八
王
子
城
下
に
あ
っ
た
慈
眼
寺
は
「
じ

ご
じ
」
と
読
む
が
、
こ
こ
の
寺
は
「
じ
げ

ん
じ
」
と
読
む
。 

 

慈
眼
寺
と
は
そ
も
そ
も
「
神
護
寺
」
ま

た
は
「
神
宮
寺
」
か
ら
転
じ
た
も
の
で
、

神
社
に
付
属
し
て
い
た
寺
を
指
し
て
い
る

が
、
こ
の
慈
眼
寺
に
関
し
て
そ
れ
と
の
関

連
は
不
明
で
あ
る
。 

 

・
正
面 

 
 

板
橋
よ
り
壱
丁
参
道 

・
左
（
北
側
）
至
子
安
村 

・
右
（
南
側
）
至
ヤ
リ
水
村 

・
裏
面 

 
 

武
州
多
摩
郡
片
倉
邑 

 

兵 衛 川 

浜街道道標 

釜 貫 橋 
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本
堂
は
ど
っ
し
り
と
重
み
を
感
じ
る
造

り
で
、
屋
根
な
ど
に
見
ら
れ
る
三
つ
鱗
の

紋
章
は
北
条
家
紋
で
あ
り
、
永
林
寺
の
末

寺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

慈
眼
寺
の
見
ど
こ
ろ
は
山
門
で
あ
る
。 

赤
く
塗
ら
れ
た
重
層
の
門
。
両
脇
に
立

つ
金
剛
力
士
像
。
そ
し
て
大
き
く
反
っ
た

屋
根
な
ど
、
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
の
本
堂

と
は
全
く
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
い
る
。 

               

                        

                        
慈眼寺山門（室町時代） 

慈眼寺（室町時代） 

慈 眼 寺 

金剛力士像 

慈眼寺山門 
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●
戻
っ
て
き
た
梵
鐘 

慈
眼
寺
の
梵
鐘
は
、
戦
時
中
、
軍
へ
強

制
的
に
供
出
さ
せ
ら
れ
行
方
不
明
で
あ
っ

た
。
戦
後
、
都
内
某
所
で
発
見
さ
れ
、
慈

眼
寺
に
返
却
さ
れ
た
。
こ
の
梵
鐘
に
は
、

寄
進
者
で
あ
る
鑓
水
商
人
や
片
倉
の
人
々

の
名
が
多
く
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
元
八
王
子

加
藤
鋳
物
師
鋳
造
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

現
在
、
梵
鐘
は
シ
ー
ト
に
包
ま
れ
保
存
さ

れ
て
い
る
た
め
、
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

            

●
五
輪
塔 

慈
眼
寺
の
境
内
に
あ
る
川
幡
家
の
お
墓

の
片
隅
に
五
輪
塔
が
二
柱
置
か
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
に
建
立
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
文
字
は
風
化
し
て
解
読
は
む
ず

か
し
い
。 

                 

                       

梵 鐘 梵鐘に刻まれている
鑓水商人の名前 

お 札 五 輪 塔 

境内にある六地蔵 武相観世音第 42 番札所碑 
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④
白
山
神
社
（
釜
貫
） 

八
王
子
市
片
倉
町
九
六
〇 

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
頃
、
六
名

の
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

釜
貫
白
山
宮
互
建
帳
に
五
百
文
と
い
う
金

額
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
近
く
に
あ
る
中

山
の
白
山
神
社
と
の
繋
が
り
は
な
い
と
い

う
。 当

初
は
五
百
ｍ
ほ
ど
南
東
の
地
（
サ
ン

ラ
イ
ズ
幼
稚
園
の
東
側
辺
り
）
に
あ
っ
た

白
山
山
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
宅
地
開
発

の
区
画
整
理
に
伴
い
平
成
四
年
現
在
地
に

移
さ
れ
た
。 

ご
神
体
は
蛇
陀
王
命
（
じ
ゃ
だ
お
う
の

み
こ
と
）
で
あ
る
。
こ
の
ご
神
体
は
蛇
を

ま
と
っ
て
い
る
。
例
祭
は
、
元
々
、
四
月

三
日
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
毎
年
四
月
の

第
一
日
曜
日
に
執
り
行
わ
れ
る
。
土
地
の

氏
子
が
中
心
と
な
り
、
今
も
お
祭
り
の
行

事
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

   

                        

                        
釜貫白山神社の祠 

釜貫白山神社 

陀蛇王の命 
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⑤
十
二
州
見
は
る
か
す 

大
塚
山
は
三
角
測
量
の
基
準
点
が
置
か

れ
、
十
二
州
を
見
晴
ら
す
と
い
わ
れ
て
い

た
。 十

二
州
と
は
関
東
と
そ
の
周
囲
十
二
国

で
武
蔵
、
相
模
、
上
野
、
下
野
、
常
陸
、

上
総
、
下
総
、
安
房
、
の
八
国
と
伊
豆
、

駿
河
、
甲
斐
、
信
濃
の
こ
と
で
あ
る
。 

か
つ
て
は
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
ら
の
国
々

の
山
々
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。 具

体
的
に
は
、
相
模
大
山
、
上
野
赤
城

山
、
下
野
日
光
山
（
男
体
山
）
、
常
陸
筑
波

山
、
下
総
台
地
、
上
総
鹿
野
山
、
安
房
鋸

山
、
伊
豆
大
島
、
駿
河
富
士
、
甲
斐
郡
内

の
山
、
信
濃
浅
間
山
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

今
で
も
冬
の
気
象
条
件
の
よ
い
日
に
は

目
を
こ
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
う
ち
い
く
つ

か
の
山
々
が
見
ら
れ
る
。 

    

                       

片倉台中央公園 大塚山公園入口 

大塚山公園より八王子方面を望む 十二州見晴らしの一部 
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⑥
大
塚
山
と
道
了
堂
跡 

標
高
二
百
十
三
ｍ
の
大
塚
山
は
、
片
倉

村
と
鑓
水
村
の
境
に
位
置
し
、
往
時
に
は

鑓
水
峠
と
い
わ
れ
て
い
た
。
八
王
子
方
面

か
ら
絹
や
生
糸
を
積
ん
だ
馬
車
や
、
荷
を

背
負
っ
た
業
商
人
が
行
き
交
っ
た
峠
道
で

あ
っ
た
。
見
晴
ら
し
が
良
く
、
奥
多
摩
、

丹
沢
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
行
商
人
や
旅

人
達
が
一
休
み
を
し
た
場
所
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

そ
の
大
塚
山
山
頂
は
、
平
た
く
公
園
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
昔
、
か
つ
て
道
を

行
き
交
う
旅
人
や
、
村
内
の
安
全
を
祈
っ

て
「
道
了
尊
」
を
祀
っ
た
道
了
堂
が
あ
っ

た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
鑓
水
の

豪
商
（
生
糸
商
人
）
達
が
私
財
を
出
し
、

東
京
の
浅
草
花
川
戸
か
ら
道
了
尊
を
勧
請

し
、
翌
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
御
堂
を

造
営
安
置
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和

五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
老
朽
化
し
た
廃

屋
は
解
体
さ
れ
、
礎
石
の
み
を
残
し
た
。 

そ
の
後
、
道
了
堂
の
あ
っ
た
場
所
は
整
地

さ
れ
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
大
塚
山

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

石
段
下
の
「
絹
の
道
」
碑
に
は
左
側
に

日
本
蚕
糸
業
史
蹟
と
刻
ま
れ
、
右
側
に
は

鑓
水
商
人
記
念
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

碑
は
「
ふ
だ
ん
記
」
運
動
を
は
じ
め
全
国

に
知
ら
れ
た
故
橋
本
義
夫
氏
が
同
志
に
呼

び
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も
の
。 

公
園
内
に
は
数
多
く
の
石
造
物
が
あ
り
、

す
べ
て
が
神
奈
川
県
丹
沢
の
煤
ヶ
谷
（
す

す
が
や
）
産
の
石
で
あ
り
、
石
工
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
公
園
の
周
り
に
は
松
林

が
あ
り
、
江
戸
湾
防
備
の
台
場
を
造
る
た

め
に
台
場
の
土
台
と
土
留
め
に
使
わ
れ
た

歴
史
も
あ
る
。 

 

道
了
尊
（
妙
覚
道
了
）
は
、
相
模
坊
道

了
尊
者
と
い
う
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
小

田
原
の
最
乗
寺
の
開
山
、
了
庵
慧
明
（
り

ょ
う
あ
ん
え
み
ょ
う
）
を
助
け
て
諸
堂
の

建
立
に
尽
し
た
。
道
了
大
薩
捶
な
ど
の
名

前
を
名
乗
っ
て
お
り
、
不
明
な
が
ら
十
一

面
観
音
の
化
身
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
に
道
了
尊
を
勧
請
す
る
こ
と
で
、

街
道
の
安
全
と
村
内
の
疫
病
除
け
を
願
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

                        

大
塚
山
道
了
堂
境
内
之
図 

（
明
治
二
十
六
年
） 
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道了堂跡入口 左は絹の道碑 絹の道碑 

旧道了堂 道了堂跡 

倒れる前の灯籠 地震で倒れた灯籠 
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⑦
歴
史
の
道
百
選 

大
塚
山
の
「
絹
の
道
」
碑
か
ら
大
栗
川

に
架
か
る
御
殿
橋
ま
で
一
・
五
㎞
が
市
の

史
蹟
に
指
定
さ
れ
、
鑓
水
三
差
路
か
ら
未

舗
装
の
峠
ま
で
一
㎞
を
文
化
庁
選
定
「
歴

史
の
道
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。
平
成

八
年
の
事
で
、
東
京
都
で
唯
一
八
王
子
の

「
絹
の
道
」
が
歴
史
の
道
と
し
て
選
ば
れ

た
も
の
で
あ
る
。
百
選
の
中
に
は
、
坂
本

竜
馬
の
「
脱
藩
の
道
」
や
上
杉
謙
信
の
「
塩

の
道
」
な
ど
土
や
石
垣
が
残
る
全
国
の
古

い
道
や
運
河
な
ど
が
決
定
し
て
い
る
。 

          

●
鑓
水
地
名
考 

 

鑓
水
（
や
り
み
ず
）
と
は
、
節
を
抜
い

た
竹
を
水
が
湧
き
出
る
山
の
斜
面
に
突
き

刺
し
水
を
導
い
て
甕
（
か
め
）
に
貯
え
、 

甕
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
工
夫
し

た
も
の
。
遣
り
（
つ
か
わ
り
）
水
と
い
う
。

そ
の
遣
り
が
鑓
（
や
り
）
に
転
化
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
法
で
飲
料

水
を
得
て
い
た
か
ら
鑓
水
の
名
が
つ
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。 

             

●
鑓
水
三
叉
路 

 

御
殿
峠
へ
の
谷
道
と
、
鑓
水
峠
へ
の
尾

根
道
に
分
か
れ
る
地
点
を
三
叉
路
と
呼
ん

で
い
る
。
中
央
の
秋
葉
大
権
現
（
火
除
け

の
神
）
の
石
塔
は
、
側
面
右
に
榛
名
山
大

権
現
（
農
耕
の
神
）・
金
比
羅
大
権
現
（
海

上
安
全
の
神
）
、
左
に
は
鎮
守
御
神
前
と
彫

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
末
期
鑓
水
村
の

人
々
が
、
代
参
で
こ
れ
ら
の
参
拝
を
成
し

て
建
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
三
叉
路
の
右

側
に
は
、
百
八
十
八
カ
所
供
養
塔
が
あ
る
。

こ
の
供
養
塔
は
、
近
畿
、
西
国
、
関
東
、

板
東
、
埼
玉
、
秩
父
の
百
カ
所
と
、
四
国

の
八
十
八
カ
所
全
て
を
巡
り
終
え
た
後
の

祈
念
碑
で
あ
る
と
い
う
。 

        
歴史の道百選に選ばれた浜街道 
（絹の道） 

鑓水三叉路の石塔 
右 浜街道（絹の道） 
左 御殿山峠への近道 

鑓水三叉路の石塔 
右 浜街道（絹の道） 
左 御殿山峠への近道 

大塚山公園の三角点 
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●
幻
の
南
津
電
気
鉄
道 

 

鑓
水
三
叉
路
の
右
端
に
高
さ
一
ｍ
程
の

石
碑
が
あ
る
。「
此
方
鑓
水
停
車
場
」
と
彫

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
、
昭
和
三
年
十

一
月
十
日
昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典
記
念

に
際
し
、
道
路
拡
張
に
よ
り
こ
こ
に
移
さ

れ
た
。
鑓
水
駅
予
定
だ
っ
た
大
栗
川
の
御

殿
橋
付
近
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

鉄
道
計
画
は
、
鑓
水
商
人
の
没
落
後
、
再

び
村
の
発
展
と
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
住

民
か
ら
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
津
久
井
方

面
の
観
光
開
発
も
兼
ね
た
鉄
道
計
画
だ
っ

た
。
路
線
は
当
時
、
京
王
電
気
軌
道
（
株
）

傘
下
の
玉
南
電
気
鉄
道
沿
線
の
多
摩
一
宮

か
ら
野
猿
街
道
沿
い
に
鑓
水
を
経
由
し
て

津
久
井
尻
ま
で
の
予
定
（
将
来
は
富
士
五

湖
ま
で
延
伸
）
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
関
東

大
震
災
後
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
あ
わ
せ
国

分
寺
方
面
へ
の
砂
利
運
搬
線
も
計
画
さ
れ

て
い
た
。 

 

鑓
水
村
の
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
永
泉
寺
で
「
南

津
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
柚
木
村
の
人
々
の

期
待
を
受
け
な
が
ら
、
路
盤
の
工
事
が
開

始
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
の
影
響
や

農
村
で
も
養
蚕
の
不
振
か
ら
地
元
中
心
の

資
金
集
め
も
困
難
に
な
っ
た
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
南
津
電
気
鉄
道
株
式
会
社

は
解
散
。
一
度
も
電
車
は
通
る
こ
と
な
く

地
元
出
資
者
に
は
大
き
な
負
債
だ
け
が
残

る
結
果
に
な
っ
た
。
現
在
、
そ
の
計
画
を

伝
え
る
唯
一
の
証
が
「
絹
の
道
」
に
あ
る

石
碑
で
あ
る
。
現
在
は
、
計
画
さ
れ
た
路

線
に
並
行
す
る
よ
う
に
京
王
相
模
原
線
が

走
っ
て
い
る
。 

           

鑓水浜街道と農家 鑓水三叉路の石塔 

鑓水停車場の石碑 
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⑧
絹
の
道
資
料
館 

鑓
水
九
八
九
―
二 

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
絹
の
道
の

保
全
と
環
境
整
備
を
目
的
と
す
る
基
本
構

想
に
よ
り
、
生
糸
商
で
「
石
垣
大
尽
」
と

呼
ば
れ
た
八
木
下
要
右
衛
門
家
屋
敷
跡
を

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
発
掘
調
査

し
、
遺
構
の
確
認
や
石
垣
の
修
復
な
ど
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
平
成
二
年
（
一
九
九

〇
）
三
月
四
日
、
木
造
の
門
や
入
母
屋
屋

根
を
持
つ
「
絹
の
道
資
料
館
」
を
開
館
。 

館
内
の
展
示
物
は
、
生
糸
や
養
蚕
の
生

産
技
術
、
絹
の
道
と
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の

関
連
性
に
言
及
し
た
パ
ネ
ル
、
八
木
下
家

屋
敷
か
ら
出
土
し
た
遺
物
、
当
時
の
資
料

や
八
木
下
と
同
時
代
に
絹
商
人
と
し
て
活

躍
し
た
大
塚
徳
左
衛
門
と
大
塚
忢
郎
吉
な

ど
の
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

野
外
に
は
八
木
下
家
の
遺
構
が
石
垣
と

共
に
残
さ
れ
、
西
洋
館
跡
地
に
は
吾
妻
屋

を
建
て
、
庭
に
は
休
憩
所
も
あ
る
。 

  

                        

                        

遣り水（崖などに節を抜いた竹を
突き刺し、しみ出てくる水を利用
するところからきている）の再現 

絹の道資料館内部 絹の道資料館入口 絹の道資料館内部 絹の道資料館入口 

鑓水村の山村（明治～大正） 
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●
鑓
水
商
人
の
盛
衰 

浜
街
道
と
い
わ
れ
て
い
る
道
は
、
後
に

絹
の
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
生
糸
の
輸
出
貿

易
が
盛
ん
な
こ
ろ
の
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
、
八
王
子
に
集
め
ら
れ
た
生
糸
を
荷

車
や
馬
車
に
積
み
、
ま
た
生
糸
を
背
負
っ

た
生
糸
商
人
が
鑓
水
峠
を
越
え
、
鑓
水
の

山
里
を
通
っ
て
横
浜
へ
向
か
っ
た
。
鑓
水

商
人
は
、
こ
の
生
糸
の
流
通
で
才
覚
を
現

し
、
生
糸
の
共
同
出
荷
な
ど
の
方
式
を
取

り
入
れ
、
生
糸
仲
買
（
生
糸
取
引
）
な
ど

で
財
を
成
し
て
い
き
「
鑓
水
商
人
」
と
言

わ
れ
た
。
豪
商
達
に
支
え
ら
れ
た
鑓
水
の

村
は
、「
江
戸
鑓
水
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど

賑
わ
っ
て
い
た
。 

し
か
し
そ
の
後
、
養
蚕
は
機
械
化
さ
れ

製
糸
工
場
へ
と
移
り
、
家
内
製
糸
業
は
衰

退
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
横
浜
か
ら
町
田
、
相
模
原
、

片
倉
、
八
王
子
ま
で
鉄
道
（
横
浜
線
）
が

開
通
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
物
資
も
人
も
鑓

水
の
里
は
通
ら
ず
直
接
八
王
子
か
ら
横
浜

ま
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

さ
ら
に
「
松
方
デ
フ
レ
」
と
呼
ば
れ
た

緊
縮
財
政
が
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

に
行
わ
れ
、
景
気
が
悪
化
し
米
価
、
繭
価

が
下
落
し
負
債
農
民
が
増
え
、
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
八
月
十
日
、
数
百
人
か

ら
千
人
の
負
債
農
民
が
御
殿
峠
に
集
結
す

る
事
態
と
な
っ
た
。
世
に
い
う
武
相
困
民

党
で
、
明
治
政
府
に
対
す
る
庶
民
の
抵
抗

の
一
端
で
あ
っ
た
。
し
か
し
情
報
が
漏
れ
、

警
察
に
阻
止
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
豪
商
の

継
承
問
題
や
火
災
、
強
盗
、
そ
れ
に
県
道

か
ら
村
道
へ
の
格
下
げ
な
ど
で
鑓
水
商
人

は
消
え
、
鑓
水
と
い
う
地
名
も
一
時
地
図

の
上
か
ら
も
消
え
て
行
っ
た
。 

 

⑨
伝
一
里
塚
の
榎 

資
料
館
前
の
道
を
下
っ
た
右
側
の
崖
に

張
り
出
す
よ
う
に
古
い
榎
の
巨
木
が
あ
る
。

か
つ
て
の
一
里
塚
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
。

現
在
の
八
王
子
市
の
中
心
部
に
当
た
る
八

日
町
交
差
点
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
里
三
十

六
町
（
三
、
九
二
七
㎞
）
に
な
り
、
こ
の

道
を
通
る
人
々
の
道
し
る
べ
で
あ
っ
た
。 

大塚文書 養蚕の図（錦絵） 
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⑩
鑓
水
の

諏
訪
神
社 鑓

水
一
〇
七
八
❘
一 

勧
請 

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
） 

二
月
二
十
七
日 

祭
神 

建
御
名
方
命 

（
た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と
） 

大
国
主
命 （

お
お
く
ぬ
し
の
み
こ
と
） 

誉
田
別
尊 （

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
） 

社
宝 

寛
永
・
明
歴
・
寛
政
の
棟
札 

神
額
「
夜
光
山
」 

再
建 

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
十
一
月 

例
祭 

四
月
十
九
日 

明
治
期
の
は
じ
め
、
神
社
合
祀
政
策
が

あ
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
十
一
月

二
十
五
日
、
神
谷
戸
の
子
の
神
神
社
、
日

影
谷
戸
の
諏
訪
神
社
、
片
倉
村
の
八
幡
神

社
を
合
祀
し
鑓
水
村
の
鎮
守
、
諏
訪
三
社

宮
（
諏
訪
神
社
）
と
し
て
祀
る
。 

社
殿
は
本
殿
流
造
、
拝
殿
を
入
母
屋
造

に
造
営
し
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
三
十
日

法
人
を
設
立
。
奥
に
は
三
つ
の
本
殿
が
あ

り
、
向
っ
て
右
か
ら
諏
訪
神
社
、
子
の
神

（
権
現
）
神
社
、
八
幡
神
社
の
三
神
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
美
し
い
彫
刻
か
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
三
社
と
旧
本
殿
は
、
八
王
子

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

境
内
に
は
鑓
水
商
人
が
寄
進
し
た
二
基

の
石
燈
籠
が
神
楽
殿
の
広
場
入
口
に
有
り
、

台
座
に
は
八
木
下
氏
、
大
塚
氏
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
拝
殿
前
に
も
石
燈
籠
四
基
が
あ

り
、
そ
の
内
の
二
基
に
八
木
下
要
右
衛
門
、

大
塚
徳
左
衛
門
の
名
が
刻
ま
れ
、
あ
り
し

日
の
鑓
水
商
人
の
栄
華
が
偲
ば
れ
る
。 

こ
こ
の
鳥
居
は
両
部
鳥
居
（
権
現
鳥
居
）

に
な
っ
て
い
て
、
神
様
と
仏
様
を
い
っ
し

ょ
に
合
わ
せ
て
祭
る
神
社
に
建
て
ら
れ
る

形
式
を
と
っ
て
い
る
。 

子
の
神
神
社
と
諏
訪
神
社
は
以
前
永
泉

寺
が
管
理
し
て
い
た
。
鳥
居
は
当
時
の
な

ご
り
で
あ
る
。 

      

山村から見た一里塚榎 里山の風景 

鑓水商人の名前が 
刻まれている灯籠 
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⑪
八
王
子
道
の
道
標 

一
里
塚
跡
か
ら
南
へ
下
が
り
、
大
栗
川

に
架
か
る
御
殿
橋
近
く
に
八
王
子
道
の
道

標
（
鑓
水
の
道
標
）
が
立
っ
て
い
る
。 

正
面
に
「
此
方
八
王
子
道
」
右
側
面
に

「
此
方
は
ら
町
田
、
神
奈
川
、
ふ
じ
さ
わ
」

左
側
面
「
此
方
は
し
本
、
津
久
井
、
大
山
」

裏
面
「
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
仲
秋
建

立
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
生
糸
貿
易
が
栄

え
、
鑓
水
の
村
に
も
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い

た
頃
、
各
方
面
か
ら
村
を
通
る
生
糸
業
者

の
道
し
る
べ
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
お
も

わ
れ
る
。
御
殿
橋
に
は
「
大
塚
山
道
了
堂

境
内
之
図
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。 

         

諏訪神社鳥居 

八王子絹の道道標 

 

諏訪神社本殿内部 

諏訪神社本殿 
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⑫
髙
雲
山

永
泉
寺 

鑓
水
八
十 

 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦
無
尼
仏 

寺
宝 

聖
観
世
音
菩
薩 

薬
師
瑠
璃
光
如
来 

開
山 

岳
應
義
堅 

開
基 

永
野
和
泉 

開
創 

弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
八
） 

武
田
家
の
家
臣
、
永
野
和
泉
が
当
地
に

移
住
し
庵
を
建
て
「
覚
峰
文
公
」
と
改
名

し
た
の
が
当
寺
の
開
基
と
い
わ
れ
る
。 

そ
の
後
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
永

林
寺
の
岳
應
義
堅
大
和
尚
が
「
法
地
院
」

と
し
て
開
山
し
た
と
あ
る
。 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
本
堂
に
旧
鑓

水
小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
が
、
後
に
諏
訪

神
社
下
に
移
る
。
現
在
の
鑓
水
小
学
校
は
、

平
成
十
年
に
団
地
内
に
出
来
た
。
明
治
十

八
年
（
一
八
八
五
）
火
災
に
遭
い
本
堂
を

全
焼
し
た
た
め
、
鑓
水
商
人
の
八
木
下
要

右
衛
門
の
母
屋
を
移
築
し
た
。
火
災
の
原

因
は
祭
礼
の
打
ち
上
げ
花
火
の
火
の
粉
が

大
塚
徳
左
衛
門
邸
の
屋
根
に
飛
散
り
出
火
、

そ
れ
が
飛
び
火
で
永
泉
寺
に
燃
え
移
り
全

焼
し
た
。
そ
の
後
、
増
改
築
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。 

境
内
に
は
芭
蕉
堂
や
芭
蕉
の
句
碑
な
ど

が
あ
り
、
文
化
活
動
も
盛
ん
だ
っ
た
事
が

伺
え
る
。
そ
の
ほ
か
数
々
の
石
造
物
が
鑓

水
商
人
の
手
で
寄
進
さ
れ
て
お
り
生
糸
商

人
縁
の
墓
地
で
も
あ
る
。 

武
相
観
音
十
四
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。 

                        

御殿橋脇の八王子道標 

永泉寺山門 永泉寺本堂 
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大塚徳左衛門の墓 

大塚五郎吉の墓 八木下家の墓 

欄間の彫刻 

芭蕉句碑 観音堂の天井画（雲龍） 



18 
 

                        

⑬
小
泉
家
屋
敷□

都 

鑓
水
二
一
七
八 

鑓
水
に
あ
る
民
家
。
柚
木
街
道
を
渡
り
、

浜
街
道
を
浜
見
場
の
峠
に
向
か
う
と
左
側

に
見
え
る
。
茅
葺
き
屋
根
は
、
明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）
に
再
建
築
さ
れ
た
。
こ

の
民
家
は
、
典
型
的
な
養
蚕
農
家
の
屋
敷

で
あ
る
。
入
母
屋
造
り
で
、
田
の
字
型
の

間
取
り
。
屋
根
裏
は
蚕
室
と
な
っ
て
い
る
。

裏
山
に
は
、
屋
敷
墓
地
の
形
態
を
伝
え
る

墓
石
も
あ
る
。 

母
屋
、
土
蔵
、
納
屋
、
推
肥
小
屋
な
ど
の

他
、
裏
山
も
含
め
て
屋
敷
全
体
が
昭
和
四

十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
十
九
日
、
東

京
都
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

        

                        

石碑俳句の説明版 

小泉屋敷内部 小泉屋敷 

小泉屋敷の案内板と
都有形民俗文化財碑 
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◎
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・
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と
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漫
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王
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・
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井
の
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然
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史
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